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図 3-2-4 給水システム図 
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図 3-2-5 給水施設配置図 
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図 3-2-6 給水施設縦断図 
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図 3-2-7 取水施設一般図 
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図 3-2-8 取水施設詳細図 

亜鉛メッキ鋼管 D=40mm

手動式つるべ

亜鉛メッキ鋼管 D=40mm

コンクリート防護工

断面 B-B

平面図

A

断面 A-A

B

鉄扉

空気弁

井戸ふた

空気弁
圧力計

逆止弁

圧力計 逆止弁

仕切弁

仕切弁

A



 

  

- 54 - 

図 3-2-9 管理棟一般図 
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図 3-2-10 給水塔一般図 
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図 3-2-11 共同水栓 
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図 3-2-12 除鉄装置 
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表 3-2-19 運営・維持管理コンサルタント作業工程（案） 

（単位：月） 

作 業 内 容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

第 1 次支援（4.125 ヶ月）                     

a) ベンスリマン県水利局関係者へ

の導入研修実施 
                    

b) トレーナー用教育訓練マニュア

ル作成 
                    

c) 住民用施設運営・維持管理マニ

ュアル作成 
                    

d)  教材の作成                     

e) MARP（参加型計画・管理手法）

研修の実施 
                    

f) MARP を用いた啓蒙活動の実                     

 

g) 設備操作と訓練の監督                     

第 2 次支援 (1.5 ヶ月) 
                    

h)-1 モニタリング・裨益効果測定計

画の策定 
                    

h)-2 モニタリング計画の策定                     

i)-1 運営・維持管理のフォローアッ                     

i)-2 資機材管理のフォローアップ                     

 

i)-3 運営・維持管理、資機材管理の

フォローアップ（協議） 
                    

日本人コンサルタント・モロッコ人コンサルタントにより実施 
モロッコ人コンサルタントにより実施 
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(1)

1)
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4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11) 

(2)

3-3-1



- 77 - 

3-3-1

No. Village/Localité 

D1 Tafrant 1 

D2 Tafrant 2 

D5 Touansa 1 

D9 Chaibat 

D15 Oulad. Old Ouhab 

D16 Sidi Amer 

D17 Ain El Kheil 

D18 Oulad Benhammadi 

S5 Sakhra 

S7 La Kouamel 

S8 Chouaouta 1 

S17(P) Sidi Abdel Ghafour 

D44 Chouaouta 2 

D21 M’hamda 

D22 Oulad Moumen 1 

D23 Dar Hmida 

D48 Kasbat Oulad Lagzouli 

 D31 El Hajiba 

D38 Bni Karzaz 

D39 Oulad Bahloul 

D40 Moualine Arsa 1 

D41 Moualine Arsa 2 

S1 Chouadla 

S6 El Ktaba 

S13(P) Bir El Haddad 

S14(P) Chrarda Oued 

S15(P) Chaaala Fouzar 

1)

3-3-1

 3-3-2

3-3-2

No. 

1 1

2 2

3 6

4 2

 (2003) 

2)
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落別の工事実施の流れを図 3-3-1 に示した。従って水量や水質が基準を満たさないことが確認さ

れた村落は対象外となる。その場合基準に合った代替の村落をモロッコ国側で選定することに

する。水質試験は DGH の指定分析機関に委託し、検査項目はモロッコ国飲料水基準に合わせて

次の通りとする。 

 

pH、電気伝導度 (EC)、温度、濁度、色度、硝酸性窒素、硫酸塩、塩素、マグネシウム、残留固

形物 (TDS)、フッ素、ヒ素、鉄、マンガン、大腸菌 

 

図 3-3-1 ベンスリマン県での工事実施フロー 

 

(3) 分担事業の妥当性 

モロッコ国では、給水施設の建設工事を工事業者に委託して実施している。工事業者は PAGER に

基づく工事経験を多数有していることから、本プロジェクトにおける給水施設の建設においても技術

的に問題がないと考えられる。 

以上のことから、資機材のみ日本が調達し、建設はモロッコ国側で行うことは問題がなく実施可能

と考えられる。 
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